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山岳トイレし尿処理技術導入事例データベースについて 

 

1.目的 

山岳地にし尿処理技術を導入する際、地域や標高、利用状況などによって設置条件が異

なっていることや、山岳トイレし尿処理技術のタイプも多く存在している。 

技術情報の提供方法として、本実証試験結果は有効であるが、本実証試験結果を持って、

ユーザーにとって最良の技術を選定させることはできない。そのため、これを補完するた

めの情報として導入事例を調べることができるデータベースを「実証事業で実証したトイ

レ技術」と「都道府県において整備した非放流式の山岳公衆トイレ等のデータ」を用いて

作成し、ホームページで公開する。 

  

２.検討の概要 

データベースの提供方法として、DB ソフトや CD-ROM による配布などの方法を視野に入れ

これまで検討を行ってきたが、セキュリティーやソフトウェアの汎用性から、現状ではホ

ームページ上での公開が実現可能な方法としてふさわしいと考えられる。 

実際の画面イメージを以下に記す。 

 

①山岳トイレ技術分野のページに、山岳トイレ技術データベースへのリンク標記を追記。 

 

 



②利用上の注意点、事例検索、参考情報の掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※画面は事務局作成のイメージで、公開されているホームページとは異なります。 

 

 事例検索においては参照したい分類表へのリンクを表記し、分類表はそれぞれ PDF 資料

にて参照可能とする。




